
成長戦略事業

平成26年度

６月補正予算
の概要をお知らせします

肉
付
け
予
算
と
し
て
編
成

　

今
年
度
の
当
初
予
算
は
２
月
に
市
長
選
挙

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
民
生
活
へ
の
影
響

に
配
慮
し
な
が
ら
義
務
的
経
費
や
継
続
的
な

事
務
事
業
に
要
す
る
経
費
を
中
心
に
編
成
し

た
「
骨
格
予
算
」
で
し
た
。

　

６
月
補
正
予
算
で
は
「
肉
付
け
予
算
」
と

し
て
、
当
初
予
算
で
計
上
を
見
送
っ
た
市
総

合
計
画
の
主
要
事
業
や
津
山
市
成
長
戦
略
に

位
置
付
け
ら
れ
た
事
業
な
ど
の
政
策
的
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は
、
44
億
６
８

５
６
万
１
千
円
の
増
と
な
り
、
補
正
後
の
予

算
総
額
は
４
７
３
億
４
８
５
６
万
１
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

「
津
山
市
成
長
戦
略
」と
は

　

市
で
は
、
人
口
減
少
に
対
応
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
産
業
の

成
長
方
針
と
し
て
、
２
月
に
、
津
山
市
成
長

戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

成
長
戦
略
で
は
「
農
林
業
」「
も
の
づ
く

り
」「
観
光
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の

４
つ
を
重
点
分
野
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
４
つ
の
分
野
で
、
地

域
資
源
や
技
術
力
を
結
集
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
て
地
域
外
か
ら
の
需
要
を
得
る
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
地
産
地
消
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

  財政課☎32-2020

つやま産業支援セン
ター設置推進事業

1,000万円
　産学金官が連携して、市
内事業者への支援を包括的
に行うため、つやま産業支
援センター（仮称）の設置に
取り組みます（平成27年４
月開設予定）。

超小型モビリティ
導入実証事業

2,571万円
　国の補助事業の活用と自
動車メーカーの協力により、
30台の超小型電気自動車
を導入し、環境にやさしい
まちづくりに向けて、実証
事業を行います。

農畜産物ブランド化
事業

1,617万円
　「つやま和牛（仮称）」と
して、津山産和牛のブラン
ド化を目指し、畜産農家が
取り組む、繁殖から肥育ま
での一貫した経営を支援し
ます。

産学官連携支援事業
補助金

520万円
　美作大学や津山工業高等
専門学校などとの共同研究
や委託研究を実施し、新商
品の開発や新技術の導入な
どを目指す事業者を支援し
ます。

観光戦略アクション
プラン策定事業

618万円
　歴史や文化資源、食文化
など多彩な観光資源を生か
して、新たな観光客を獲得
するために、観光振興を戦
略的に進める「アクション
プラン」を策定します。

地域材利用新築住宅
助成補助金拡充

600万円
　優れた美作産木材の需要
を拡大するため、既存の補
助制度に、三世代同居住宅
やJAS（日本農林規格）認定
材使用住宅の新築費用に補
助を上乗せします。
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